
共催 ・協力事業

汐/共催協力事業 〆
センターには、さまざまな地域団体や行政などから事業への協力依頼があります。センター内でど

のように関わっていくのかを検討し、多くの場合、学生スタッフやコーデイネーターが協働でそれら

の依頼に対J必しています。

事 業 名 NGOスタディツアー合同説明会

|二|
夏季説明会 :2015年6月13日 (ーヒ)131時30分-171時00分
冬季 ・春季説明会:20日年11月14日 (土)13時30分-1711寺00分

場ー 19f 
夏季説明会:キャンパスプラザ京都 ホール

冬季 ・春季説明会:大阪抑制キャンパス 研修室

'X施主体 U~1nD
特定非営利活動法人 関西 NGO協議会、株式会社 マイチケッ ト

龍谷大学ボランティア・ NPOuf;動センター

参加人数 夏季 95名/冬季 ・春季節名

1.統緋 .tl的

センターには年間を通して「海外でのボラン

ティアに|則心があるJi長期休暇中にスタデイ

ツアーに参加 してみたいJiどんなスタデイツ

アーがあるのかま11りたいJという 学生が多く来

室します。

そこで、センタ ーの提携団体である (特活)

閃西 NGO協議会と、海外体験学習プログラム

(p.・参照)でも各種手配に携わっている(附マ

イチケットとの共催で、スタデイツアーを企画

している NGOを集めて合同説明会を2009年度

より継続IJf.J1mしています。

2.概要・14: 00-15 : 00 第l部

「スタデイツアー … どんな団体が? どこ

へ? 何を学べ る ?J 

参)JIlNGOがそれぞれどんなスタデイツアーを

行っているのか、行き先、プログラム、特徴など

を参加凶体より プレゼンしていただきました。

.15 : 00-17 : 00 第2部

iNGOに直接きいてみよう ースタデイツ

アーのことJ
参加 NGO(別表)が会場内にブースを設け、

ブースごとに各I"JI体それぞれの企阿するスタ

デイツアーについてブース米訪者に説明 しまし

た。説明会参加者はそれぞれ関心のある団体の

ブースを訪問し、団体の取り組みやツアー内容

などを個別に質問します。出展開体以外のチラ

シや同体パンフレット等も設置し、参加者が手

に取って比較 ・検討できるようにしました。

また16: 30からは、ブースを訪れた印を集め

た参加者を対象に、 (附マイチケット提供による

旅行券や NGOなどから提供 された;片品の抽選

会を尖施しました。

ブース山展開休 (訪問先)

. rCYEジャパン(インドネシア)

・アクション (フィ リピン)

-アクセス一共生社会をめざす地球市民の会

(フィリピン)

・ウータン ・森と生活を考える会(イン

ドネシア)

61・環境保全ネットワーク京都 (中国)

月1.CFFジヤノTン(フィリピン ・マレーシア)

-ジュレー ・ラダック (インドJ長和国)

-全国愛出会(イン ド共和凶)

-ツナミクラフト(タイ )

・ニランジャナセワサンガ(インド)

'PHD協会(ネパール・インドネシア ・ミャ

ンマー ・タイ )
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-マイチケット (タンザニア・海外旅行

61 全般)

月 |・|湖西NGO協議会 (NGO相談員)

al.13団体

-緑の地球ネ ットワーク(中国)

・ハピタ ット・フ ォー・ヒューマニテイ・

ジャパン (カンボジア)

・ニラン ジャナセワサンガ(インド)

-関西国際交流団体協議会(フィリピン)

・ペイ・フ ォワード倶楽剖s(ドイツ)

. CFFジヤノTン(フィリピン ・マレーシア ・

ミャンマー)

'PHD協会(タイ)

・テラ .Jレネ ッサンス (ラオス)

111・アクション (フィリピン)

月 |・ツナミクラフト (タイ )

・ウータン ・森と生活を考える会 (イン

ドネシア)

・全国愛出会(インド)

・アク セスー共生社会をめざす地球市民

の会(フィリピン)

・ムラのミライ(インド)

. I則西NGO協議会 (NGO相談只)

・マイチケ ット (タンザニア ・海外旅行

全般)

aH6団体

事 業 名 セーフトラベルセミナー2016

3.参加者の声 ・得られた効果など

. NGOの活動やスタデイツアーについて知る

ことができたので参加してよかったです。

-学生時代に一度は海外に行ってみたいと思っ

ていたので参加した。たくさんの情報を収集

できたので、じっくり行き先を考えたい。

-とても勉強になりました。ボランティアには

絶対行こうと思いました。

・いろいろな団イ本の話をIlFJくことカfできて、と

てもil:tい説明会でした。i'.l重なH寺Hりを過ごせ

たと思います。

4.コーデイネータ一所感

今年度も多くの来場者があり、スタデイツ

アーへの関心の高さがうかがえました。行き先

も様々な、多数の NGOから直接訴が聞けるの

は、スタデイツアーに興味のある学生にとって

またとない機会になります。熱心に質1mをする

姿が会場内のあちこちで見られました。現地で

の活動の様子を紹介した映像コ ーナーは、非常

にわかりやすく、興味をそそる内容でした。

今後も、 より 多くの人が参加しやすい会場・設

定や、場作りを進め、広報に力を入れていきた

いと思います。

〈報告者名:古樺登美代

(瀬田キャンパス コーデイネーター))

日 11寺 2016年3月19日 (土)10時00分-17時00分

場 I済 大阪梅田キャンパス 研修室

実施主体 (共1UD
特定非営利活動法人|剥聞NGO協議会/株式会社 マイチケ ット

龍谷大学ボランティア ・NPO活動センター

参加人数 26名

1. 経緯 ・目的

センターでは、 2007年度より、海外の怪1.地

域で起こっている問題やその解決に向けた活動

について現地の NPO・NGOとの交流を過 して、

ボランテイア等の体験学習を行うことにより、

典文化11¥jにおける相互理解と共生を学ぶための

「海タト体験学習プログラム」を実施しています。

本学の専任教員がコーデイネ ーターとなり企

画・引率する学内企画と、 NGOが実施するス

タデイツア ーか ら選定する学外企闘があり、

2015年度には合わせて17名の本学学生が参加

しました。

また、センターでは「スタデイツアー」につ

いて学生から相談を受けることも多く、スタ

デイツアーを開催している NGOを紹介するこ

ともあります。



海外での 「体験学習プログラム」や「スタデイ

ツアー」の目的地は感染症発生地域であること

もあり、また事故が発生する可能性もあります。

万一、感染症や事故に山会ってしまうと難しい

緊急対応を迫られることから、感染症 ・事故に

対する危機管理・対応は、海外での体験学習プ

ログラムやスタデイツアーを企画・運営する大

学や NGOにとって避けて通れない課題である

といえます。

また、「体験学習プログラムJや「スタデイ

ツアー」には、様々な目的意識や背景、特性を

もった参加者が参加することから、参加者の状

況を把握し、充実したスタデイツアーを運営す

るために、具体的な事例や最新情報から企画 ・

運営 ・引率担当者が学び合う ことが求められま

す。

そこで、安全でより充実した 「体験学習プロ

グラム」ゃ「スタデイツアー」の実施の為に、

大学の海外体験学習・実習等やNGOのスタデイ

ツアーの企画 ・運営 ・引率担当者の レベルアッ

プを図るこ とを目的として、 セーフトラベルセ

ミナーを 1~ f.11佳しました。 IÆ1佳にあたっては、関

西を拠点とする国際NGOの辿合体である特定

非営利活動法人関西NGO協議会、スタデイツ

アーを数多く主催 し実績のある株式会社マイチ

ケット、そして龍谷大学との三者共催で実施し、

医師と旅行保険、旅行業法のスペシャ リストを

講師に招いて学びました。

2.概要

第1音IS 基礎編「旅行業法、旅行保険、感染症

の基礎知識J
第2部 テーマ編「セクシャルハラスメントや

持参すべき薬箱などについて」

講師:宮川 iit-氏

共催・協力事業

(公社) 日本キリスト教海外医療協力会

元バングラデシュ派遣医師、心療内科医

副島 大典氏 AIU損害保険株式会社

山田和生氏株式会社マイチケット

対象:大学 ・高校および NGOのスタデイツアー、

海外研修、フィールドワークの企画担当者

3.参加者の声 ・得られた成果など

-これからスタデイツアーを企画しようという

段階なので大変勉強になった。基本的な事例

を伺い、想定しなかったことに気づくことが

できた0

・薬のリストは非常に役立ちそうだと思った。

.セクハラの事例が思った以上に多いことに驚

いた。

-セクハラについては、も う少し議論のH守聞を

設ければ、様々な視点からの意見が出たので

はないか。

-予防接種、特にマラリアに関して考え方がか

わった。

-自分たちの体制をもう一度見直したい。

・セクハラについてヒアリングが大切な事、ま

た、現地側でオリエンテーションをしてもらうな

どの対策-方法があるということが学べた。

4. コーデイネータ一所感

今回は初めて4名のボランテイ アコーデイ

ネーターが揃って参加することができました。

全員が基礎知識を学べたことで、海外体験学習

プログラ ムや NGOスタデイツアー合同説明会

の担当でなくても、窓口での対応等に活かして

いけると 思います。基礎編はもちろんのこと、

テーマ編ではセクシャルハラスメントに関して

事例を交えながらの講義で大変参考になりまし

た。本学のセンタ ーの海外体験学習プログラム

においても、事前学習会で具体的に事例を挙げ

て説明し、もしもの場合のシミュレーションを

する必要性を改めて感じた。

アンケート 結果を見ると、参加された NGO

や各大学の担当者にとって、 このセミナーが大

変有意義であったことがわかります。今後も継

続していきたいと思います。

〈報告者 :古j畢登美代

(瀬田キャンパス コーデイネータ ー))
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|その他の地域イベントなどへの出展・協力 |

センターでは、これまで報告してきた事業以外に、随時イベント等へ出展、協力を行いました。

-地蔵盆・夏祭りに協力 (深草)

日 11寺:20日年8月22日(土)、23日 (日)

場所 :学校近隣地域(川久保町自治会、四imll町2

丁目自治会等)

内 容 :京都の伝統的な夏の行事 「地蔵盆Jで、

子どもの遊び(竹水鉄砲、的あてなど)を

姐当して夏の一日を盛り上げました。

.アピリンピック京都大会 (障害者技能競技大会)に協力(様車・ 瀬田)

日時:2016年1月30日 (土)

場所.京都府立高等技術専門校

内 容 :I~がいのある方の職業技能種目で正雌性

やスピー ドを競う大会で、競技者の介助や

述営の補助を行いま した。

-市l聞東学区文化祭自主防災会ブースへの出展協力 (瀬1+1)

日時 :2015年10月24日 (土)

場所 :大津市瀬田東支所

内 容 :東日本大震災復興支援活動、 台風18号の

|捺の災害復旧ボランティア活動についての

ポスター展示を行いま した。

-京都マラソン2016に協力 (深草 ・瀬田)

日 11寺:20161.1三2月21日 (日)

場所:京都市岡111奇公闘

内 容学主1::32名が、ゴールでの「完走証」の発

券作業を行いました。完走直後のランナー

16.000人と間近に接し、感動が共有でき、

i'-t重な経験となりました。


